
現地調査内容一覧 資料４

モデル再現
検証

項目間の関
連解析

モデル条件
設定

生態系の
安定性

生物組成 周辺海域、伊勢湾広域（24点）
（図1）

毎月 2層または3層 顕微鏡観察

顕微鏡観察 ※主な出現種のおおよその重量を計算により求める

顕微鏡観察

顕微鏡観察

秤による計量 懸濁物食者（二枚貝類）、堆積物食者（ゴカイ類）については乾燥重量
の計量も行う。※周辺海域4点のみ実施

CHN分析計

CHN分析計

計算による方法(TP-PO4-
P)
かき混ぜ法により選別
顕微鏡観察

※染色剤(ローズベンガル)を溶解させた中性ホルマリンで最終濃度が
10％になるように固定する

かき混ぜ法により選別
顕微鏡観察
かき混ぜ法により選別

CHN分析計

CHN分析計

計算による方法(TP-PO4-
P)
目視観察 魚卵と稚仔魚の調査結果は分けて整理する。

目視観察 魚卵と稚仔魚の調査結果は分けて整理する。

 顕微鏡観察  マコガレイ卵を含む沈着卵を砂泥から肉眼により抽出する。

 顕微鏡観察

目視及び
顕微鏡観察

目視

目視 １種類あたり50個体を上限に外部形態を測定する。

聞き取り

定規等による測定

卵・稚仔調査 ○
マコガレイの浮遊期間が短いた
め、1月に集中した調査とする。

周辺海域（18点）（図19） １月に３回 丸稚ネット、
MTDネット

海面下1ｍと水深5
ｍを水平曳き

目視観察 全長を計測する。
○

毎月 15分間曳網 目視観察

目視観察

秤による計量

定規による測定 漁業生物については１測点１種類あたり50個体を上限に外部形態を測
定する

目視観察 魚類については1測点2個体を上限とし、雌雄の判別、生殖腺重量の計
測及び胃内容物の分析を実施する。

秤による計量

顕微鏡観察 胃内容物の分析対象は優占2種とする。

水温・塩分及び
溶存酸素量

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水温、塩
分、溶存酸
素計

測器により測定水
深表層（水深0.5ｍ）
と1ｍ及び以下1ｍ
間隔で海底面上0.5
ｍまでを測定する。

機器測定

毎月 目視観察

秤による計量 多量に漁獲された魚種の漁獲量については、1かご(縦37cm×横50cm
×高さ25cm)当たりの重量として、総かご数から換算する。尾数は、1尾
当たりの平均体重（200尾を上限として算出）から換算する。

漁獲物から無作為に200尾を上限として計測

漁獲物から無作為に200尾を上限として計測

漁獲物から無作為に200尾を上限として計測

水温・塩分及び
溶存酸素量

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水温、塩
分、溶存酸
素計

測器により測定水
深表層（水深0.5ｍ）
と1ｍ及び以下1ｍ
間隔で海底面上0.5
ｍまでを測定する。

機器測定

○

調査時期は操業時期にあわせて
11～12月中旬とする。

○

種の同定（マコガレイの仔魚のみ抽
出）

底魚産卵場調査

種の同定

種類毎の個体数の計数、湿重量の
測定

マコガレイ、イシガレイの外部形態測
定

○

幼稚魚調査

調査時期はマコガレイの着底期で
ある2月から4月に実施する。

周辺海域（5点）

魚種別重量

小型底びき
網（まめ板）
（そで網目
合：40mm、
袋網目合

種の同定

種類毎の個体数の計数

ぱっち網(袋
網目合い：
19.8mm、開
口部の長さ：
約15mを基
本とする）

魚種別尾数

曳網速力約2ノット
にて試験操業を行
う。1回当たりの曳
網時間は、曳綱が
伸張したときから揚
網開始までの10分
間とする。

胃内容物の分析

水温、塩分、溶存酸素

種類毎の湿重量

生殖腺重量の計測

雄雌の判別

種類毎の外部形態測定

種の同定

魚種別漁獲量

水温、塩分、溶存酸素

 種類毎の卵数の計数

－ 漁獲場所の記録

雌雄判別、湿重量・外部形態測定、
GSI算出

 沈着卵採集
 器

 種の同定 潜水採集

漁獲されたマコガレ
イの買い取り

ソリネット ソリネットを100m曳
網

○ ○

○

○

魚類等

 産卵場調査

10

卵・稚仔

産卵親魚調査 ○

魚類の胃内容物

底魚 ○

○

浮魚

○

○

○

○ ○

○ ○

○○

○

○

項目

メイオベントス

底生生物

プランクトン

マクロベントス

動物プランクトン ○
種類毎の個体数の計数

○

大潮期の下げ潮時から干潮時に
かけて風や雨の影響の少ない日
に実施することを基本とする。

北原定量
ネット(網目
サイズ
NXX13）、バ
ンドーン採
水器

種の同定

○ ○○

種の同定、個体数計
数及び湿重量測定

○

○

○

○ ○

TOC、TON、TOP

留意点

○

調査地点
調査期間

・頻度

○

調査月

○

1月4月

○

○○

5月 7月6月

○ ○ ○ ○

TOC、TON、TOP

○ ○

TOP

種の同定

種類毎の個体数の計数

○

種の同定、個体数計
数及び湿重量測定

○

TOC

TON

海底上１mから海表
面まで傾斜曳きで
採取

TOP

種の同定

○

毎月（3月
～6月は月
2回）

○

8月、2月

○

○

周辺海域（4点）
（図16）

周辺海域（4点）
（図16）

2月～4月

○

○

○

○

○

 調査時期はマコガレイの産卵盛期
 である1月を中心に、前後を含め3
 か月実施する。
 ぱっち状に分布するマコガレイ卵

 の採集可能性を上げるために1m
2

 の砂泥を採取する。

 周辺海域（5点）（図4）

周辺海域、伊勢湾広域（23点）
（図3）

大潮期の下げ潮時から干潮時に
かけて風や雨の影響の少ない日
に実施することを基本とする。
水温、塩分調査と同日に実施する
ことが望ましい。

周辺海域、伊勢湾広域（20点）
（図6）

○

○

○

 ○

○

○

 ○

○ ○

 ○

○

○

○ ○

周辺海域、伊勢湾広域（10点）
（図5）

○

○

○

11月～12
月中旬

 12月～2月

主な取得目的

○ ○○○

検討

現況把握
（比較対象）

○

○

○

○ ○

○

○

○

周辺海域、伊勢湾広域（24点）
（図2）
貝類調査の調査測線L33の5
測点の内、1測点において8月
及び2月の2回、底生生物（マ
クロベントス）の種の同定、種
類毎の個体数の計数、湿重量
の測定を実施

種の同定

種類毎の個体数の計数

種類毎の湿重量

表層泥を3回採取

TOC

TON

四季
但し、L33
は8月、2月
のみ

○

10月

○ ○

試験（分析）方法等

○

その他

○

○

○ ○

11月

○

○ ○

9月8月

魚種別体長

φ10cmのコ
アサンプラー

改良型ノル
パックネット
(網目サイズ
NGG54)

種類毎の湿重量

底泥が攪乱しない
ように表面の底泥
を採取、サンプル管
に保管

3月 調査機器等 方法

スミス・マッ
キンタイヤー
型採泥器：
採泥面積

0.05m
2

（22.3cm×
22.3cm）

項目

魚介類

2月12月

調査方法

懸濁物食者（二枚貝類）、堆積物食者（ゴカイ類）別に分けて分析する。

8月は懸濁物食者（二枚貝類）、堆積物食者（ゴカイ類）において、それ
ぞれの湿重量の優占種各5種（計10種）を分析する。

種類毎の個体数の計数、湿重量の
測定

　　　注）赤字は第１回委員会報告資料からの修正部分を示す。
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モデル再現
検証

項目間の関
連解析

モデル条件
設定

項目 留意点 調査地点
調査期間

・頻度

調査月

1月4月 5月 7月6月

主な取得目的

検討

現況把握
（比較対象）

10月 試験（分析）方法等 その他11月9月8月 3月 調査機器等 方法 項目2月12月

調査方法

生態系の
安定性

生物組成

魚類等 魚介類 浮魚類分布調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5測線（図5） 計量魚探及
びソナー

調査測線上を航行
しながら浮魚類を
探査する。

機器測定 漁獲物調査と同時に行う。探査した計量魚探の記録は解析を行い（積
分区間は100ｍとし、鉛直方向の解析範囲は発信機や海底の影響を考
慮して、水深2ｍから海底面直上までとする）、面積後方散乱係数(Area
Scattering Strength、以下saとする)を得る。このsaを魚種別にTS(ター
ゲットストレングス)で割ることにより魚群尾数を求め、漁獲物測定結果
より得られた平均体重から1ha当たりの現存量を算出する。TSは魚種別
の平均体長から求めるものとする。

○ ○

種の同定 目視及び
顕微鏡観察

種類毎の個体数の計
数

目視及び
顕微鏡観察

種類毎の湿重量 秤による計量

種の同定 目視及び
顕微鏡観察

種類毎の個体数の計
数

目視

種類毎の外部形態測
定

顕微鏡及び定規による測
定

１種類あたり50個体を上限に外部形態を測定する。

ノルパックネットを
曳網

種の同定 顕微鏡観察

種類毎の個体数の計
数

目視

枠取り法
3測点で採集

植生・被度 目視

DL.0、-1、-3m 種の同定 目視

種類毎の湿重量 秤による計量

20cm×
20cm方形枠

枠取り法
深さ15cmまでを採

種の同定 目視及び
顕微鏡観察

DL.0、-1、-3m 種類毎の個体数の計
数

目視及び
顕微鏡観察

種類毎の湿重量 秤による計量

植生・被度 目視 目視観察で植生・被度を記録、枠取りにより試料を採取する。

種の同定 目視及び
顕微鏡観察

DL.+0.4、+1.3m 種類毎の湿重量 秤による計量

20cm×
20cm方形枠

枠取り法
深さ15cmまでを採

種の同定 目視及び
顕微鏡観察

DL.+0.4、+1.3m 種類毎の個体数の計
数

目視及び
顕微鏡観察

種類毎の湿重量 秤による計量

周辺海域
（10測線）

四季 50cm×
50cm方形枠

種の同定 目視及び
顕微鏡観察

（図9） 種類毎の湿重量 秤による計量

50cm×
50cm方形枠

種の同定 目視及び
顕微鏡観察

種類毎の個体数の計
数、湿重量の測定

目視及び
顕微鏡観察

1m×1m方
形枠

種の同定 目視及び
顕微鏡観察

種類毎の個体数の計
数、湿重量の測定

目視及び
顕微鏡観察

貝類

知多半島西岸海域、伊勢湾広
域（20点）
（図10）

NXX13（100μm目）を通過
しNXX25（63μm目）上に
残った試料とNXX13（100μ
m目）上に残った試料のそ
れぞれについて実験室内
で十分に静沈し、上澄みを
捨てた後に小型の遠沈管
等に移して冷凍保存する。
アサリはモノクローナル抗
体により識別し、個体数計
数および各地点各層にお
いて最大100個体を無作為
抽出し、10μｍ単位で殻長
を計測する。アサリ以外の
二枚貝類については光学
顕微鏡下で種の同定およ
び個体数を計数する。

実験室へ運搬した試料は、調査当日に冷凍保存を行う。幼生が死亡し
てから冷凍すると、抗体との反応が弱くなるため、必ず当日にできるだ
け速やかに凍結保存する。凍結した遠沈管を水道水、ぬるま湯につけ
て速やかに解凍する。

顕微鏡観察

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

No.6、47～52
（7点）

顕微鏡観察 アサリについては50個体を上限に殻長を測定する。

○ ○

○

○

海草藻類

○

○

種類毎の個体数の計数

ソリネット（目
合3.7mm）

○

植物

○

○

○

○ ○

○

魚群の分布状況

アサリの殻長測定

ソリネットを100m曳
網

付着動物

○○ ○

○

枠取り法でアマモを
採取し、葉上に生
息する生物を分析
する。
3測点で採集
DL.0、-1、-3m

サーバー
ネット付き

0.25m
2
枠

○

○

○

○

藻場生物

干潟生物

空港島及び対岸部
の護岸生物

底生動物
（マクロベントス）

アサリの浮遊幼生

大型底生生物 ○

○

幼稚仔

葉上動物

底生動物
（マクロベントス）

海草藻類

魚卵

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

採水の際、泥を巻き上げないよう
留意

植物（海草類）

付着動物 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

四季

サーバー
ネット付き

0.25m
2
枠

藻場生物：
知多半島西岸海域（11測線）
（図7）

○

水中ポンプ4月～11月
の12回
（特に4～5
月、10～11
月は月2
回）

サーバー
ネット付き

0.25m
2
枠

改良型ノル
パックネット
(網目サイズ
NGG54)

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

枠取り法
3測点で採集
低潮帯(DL+0.4)、
DL-1、-2

枠取り法
3測点で採集
低潮帯(DL+0.4)、
DL-1、-2

枠取り法
3測点で採集
低潮帯(DL+0.4)、
DL-1、-2

植物：水中目視観察で植生・被度を記録、枠取りにより試料を採取す
る。
枠取り法で底泥を採取する。

枠取り法で底泥を採取する。

種の同定（6～9月はアサリに加えて
ハマグリについても同定分析）

○

○

○

○

○

葉上動物

植物

底生動物

魚卵

大型底生生
物

植物
（海草類）

水中ポンプを用い
て海水を揚水し、船
上でろ過し浮遊幼
生を採取する。海
面から水深20ｍ程
度までを2～4ｍ間
隔で300～500Ｌの
海水を揚水し、水柱
中に分布する浮遊
幼生を採集する。た
だし、水深が10ｍ
に満たない場合
は、海底面上0.5ｍ
層を追加する。汲
み上げた海水は，
NXX13（100μm目）
とNXX25（63μm
目）のネットで濾し、
NXX13のネット上に
残った試料および
NXX13を通過し
NXX25のネット上に
残った試料につい
て、それぞれ3％中
性ホルマリンで固
定する。

○

○

枠取り法
干潮時に干出する
場所を対象とする

藻場・干潟

干潟生物：伊勢湾広域（15測
線）
知多半島西岸海域（6測線）で
は全項目、
三重県側（桑名、松阪、伊勢
の9測線）、名古屋港内（2測
線）は底生動物のみ実施
（図8）

底生動物

幼稚仔

　　　注）赤字は第１回委員会報告資料からの修正部分を示す。
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モデル再現
検証

項目間の関
連解析

モデル条件
設定

項目 留意点 調査地点
調査期間

・頻度

調査月

1月4月 5月 7月6月

主な取得目的

検討

現況把握
（比較対象）

10月 試験（分析）方法等 その他11月9月8月 3月 調査機器等 方法 項目2月12月

調査方法

顕微鏡観察 測点は現地の状況により、採集位置を変える場合がある。

顕微鏡観察

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

顕微鏡観察 アサリについては1測線につき100個体を上限に殻長を測定する。

スキューバ潜水に
よる枠取り法

目視 測点は現地の状況により、採集位置を変える場合がある。
漁業障害物調査と同時に実施する。

目視

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目視 各種類について、殻長は１測点につき100個体、湿重量は1測点につき

50個体を上限として測定する。

スキューバ潜水に
よる枠取り法

目視 測点は現地の状況により、採集位置を変える場合がある。
成貝調査と同時に実施する。

目視

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目視 各種類について、殻長は１測点につき100個体、湿重量は1測点につき

50個体を上限として測定する。

昼間に良く潮が引く時期の干潮時
に実施する。

デジタル航
空カメラ

目視 ・地上解像度16cm以上のデジタル航空写真。
・色諧調は各色8bit(フルカラー)以上であること。
・海岸線より1kmの範囲を撮影する。但し、調査目的に合うように適宜調
査範囲を定める（藻場等が1km沖合い以上に分布する場合を考慮）。

箱メガネ、ス
キューバ潜
水

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大潮期の下げ潮時から干潮時に
かけて風や雨の影響の少ない日
に実施することを基本とする。

伊勢湾広域（24点）
（図14）

毎月 多項目水質
計

計測機器による鉛
直観測を実施す
る。表層（水深0.5
ｍ）から0.5ｍ間隔
で海底面上0.5ｍま
でとする。

○ ○ ○
中部国際空港の周辺4地点
（図14）

7～9月 連測測定機
器

計測機器による連
測測定を実施す
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大潮期の下げ潮時から干潮時に
かけて風や雨の影響の少ない日
に実施することを基本とする。

伊勢湾広域（24点）
（図14）

毎月 多項目水質
計

計測機器による鉛
直観測を実施す
る。表層（水深0.5
ｍ）から0.5ｍ間隔
で海底面上0.5ｍま
でとする。

○ ○ ○
中部国際空港の周辺4地点
（図14）

7～9月 連測測定機
器

計測機器による連
測測定を実施す
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大潮期の下げ潮時から干潮時に
かけて風や雨の影響の少ない日
に実施することを基本とする。

伊勢湾広域（24点）
（図14）

毎月 多項目水質
計、目視

機器測定 機器による測定値に差が生じないよう留意する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大潮期の下げ潮時から干潮時に
かけて風や雨の影響の少ない日
に実施することを基本とする。

伊勢湾広域（23点）
（図14）

毎月 機器測定 機器による測定値に差が生じないよう留意する。

○

物質循環の
円滑さ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊勢湾広域（24点）
（図14）

毎月 バンドーン
採水器

公定法による

○ ○ ○

○ ○ ○ ○
周辺海域（4点）
（図20）

四季
○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大潮期の下げ潮時から干潮時に
かけて風や雨の影響の少ない日
に実施することを基本とする。

伊勢湾広域（23点）（図14） 毎月 クロロフィル
計

計測機器による鉛
直観測を実施す
る。表層（水深0.5
ｍ）から0.5ｍ間隔
で海底面上0.5ｍま
でとする。

公定法による

クロロフィルa、フェオフィチン ○ ○ ○ ○

No.1、4、5、6、8、10、13～15、
18、55
（11点）

四季 バンドーン
採水器

表層、中層及び底
層の３層

植物プランクトン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大潮期の下げ潮時から干潮時に
かけて風や雨の影響の少ない日
に実施することを基本とする。

伊勢湾広域（24点）
（図14）

毎月 バンドーン
採水器

1L採水（毎月：表
層、底層、四季：表
層、中層、底層）

植物プランク
トン

種の同定、計数 顕微鏡

○ ○

微細植物プランクトン ○ ○ ○ ○

大潮期の下げ潮時から干潮時に
かけて風や雨の影響の少ない日
に実施することを基本とする。

周辺海域（4点）、湾口部（1点）
（図20）

四季 種の同定、計数 蛍光顕微鏡 picoplankton(0.2-2μm)、nanoplankton(2-20μm)といった、微小藻類を
みるためにタンパク質を特異的に染色する色素により染色。

○

○ ○

周辺海域（4点）
（図16）

コアサンプ
ラー

顕微鏡

○ ○

○ ○

公定法による

○

○ ○

○○

○

○ ○ ○

○

8月、2月

○

○

毎月

知多半島西岸海域辺（7測線）
（図12）
名古屋港周辺、L12～L14、宮
川河口1点、雲出・櫛田川河口
1点、鈴鹿1測線、津1測線（9
測線）の調査期間は四季のみ

種の同定

種の同定

種類毎の個体数の計数

25cm×
25cm方形枠

25cm×
25cm方形枠

φ100mmの
コアサンプ
ラー

○

○
5測点で採集
DL.0、-1、-2、-3、-
4m

アサリの殻長測定

殻長測定

干潮時に航空写真
を撮影し、その読み
取りから、干潟・藻
場の位置を把握す
る。藻場について
は現地において構
成種を確認する。

スキューバ潜水に
よるコア採泥を実施
する。各測点で表
層泥1cmの試料が
得られるコアを2本
採取し、それを混合
して1試料とする。
5測点で採集
DL.0、-1、-2、-3、-
4m

アサリの殻長測定

種類毎の個体数の計数

種類毎の個体数の計数

○

水塊構造

クロロフィルa

栄養塩類等

○

○

○

毎月知多半島西岸海域（7測線）
（図11）

知多半島西岸海域（7測線）
（図12）

水温、塩分

溶存酸素量

TOC、DOC、POC、COD、T-N、PON、DON、
NO2-N、NO3-N、NH4-N、T-P、PO4-P、
POP、DOP、ｐH、SIO2-Si

○

光量子

○ ○

○ ○

○ ○○

○○ ○

知多半島沿岸（図13）
新舞子～豊浜（約33km）

大潮期の下げ潮時から干潮時に
かけて風や雨の影響の少ない日
に実施することを基本とする。

○

藻場分布

干潟分布

○ ○○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○

1回

○

毎月また
は
四季

種別の細胞数計数

TOC、DOC、POC、COD、T-N、
PON、DON、NO2-N、NO3-N、NH4-
N、T-P、PO4-P、POP、DOP、ｐH、
SIO2-Si
フェオフィチン、全菌数、SS、VSS

クロロフィルa、フェオフィチン

クロロフィルa

○ ○

○

○

○

○ ○○○

計測機器による鉛
直観測を実施す
る。表層（水深0.5
ｍ）から0.5ｍ間隔
で海底面上0.5ｍま
でとする。

生物組成

貝類

稚貝

成貝

漁業障害生物（ツメタガイ等）

機器測定

干潟、藻場分布生息空間

○

○

溶存酸素量

5測点で採集
DL.0、-1、-2、-3、-
4m

基礎生産

プランクトン 植物プランクトン

付着藻類、クロロフィルa、フェオフィチン

全菌数、SS、VSS

○

○

濁り

光量子

毎月調査では表層
及び底層の２層、
四季調査では表
層、中層及び底層
の３層

層別に分析する（5
層程度）

○

水温、塩分

種の同定

機器測定

生態系の
安定性

濁り、透明度、水色、ｐH

藻場・干潟

生息環境

　　　注）赤字は第１回委員会報告資料からの修正部分を示す。
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モデル再現
検証

項目間の関
連解析

モデル条件
設定

項目 留意点 調査地点
調査期間

・頻度

調査月

1月4月 5月 7月6月

主な取得目的

検討

現況把握
（比較対象）

10月 試験（分析）方法等 その他11月9月8月 3月 調査機器等 方法 項目2月12月

調査方法

堆積・分解

○ ○ ○ ○

伊勢湾広域（23点）
（図15）→藻場生物調査の調
査測線L1の3測点の内、1測点
において8月及び2月の2回、
底質調査Ⅰの分析項目の試
験を実施、貝類調査の調査測
線L33の5測点の内、1測点に
おいて8月及び2月の2回、底
質調査Ⅰの分析試験を実施

四季 公定法による

○ ○ ○ ○

○ ○

周辺海域（4点）
（図16）

8月、2月 公定法による

○ ○ ○ ○

伊勢湾広域（18点）
（図15）

四季 公定法による

○ ○

周辺海域（5点）
（図16）

8月、2月 φ100mmの
コアサンプ
ラー

底泥を採取、5層
（表層から2cm毎）
に分割し試料とす
る。

公定法による

有害物質 ○

周辺海域（4点）
（図16）

2月 スミス・マッ
キンタイヤー
型採泥器
(1/20m2)を
基本

表層泥を3回採取
し、それらを混合し
たものを試料とする

公定法による

○

底質間隙水 ○ ○

周辺海域（5点）
（図16）

8月、2月 φ100mmの
コアサンプ
ラー

底泥を採取、5層
（表層から2cm毎）
に分割し試料とす
る。

公定法による

○

堆積・分解

○ ○

8月、2月 φ100mmの
コアサンプ
ラー

底泥を採取する。 実験室で直上水を除去し濾
過海水を入れ、0から8時間
までの間に6回採水し、窒
素、リンの分析を行い、溶
出速度を算出する。

○ ○

硝化速度 硝酸態窒素、亜硝酸態
窒素、アンモニア態窒
素

○ ○

脱窒 29Ｎ2、30Ｎ2

鉄・マンガン還元速度・硫酸還元速度測定（溶出速度） ○ ○

周辺海域（4点）
（図16）

8月、2月 φ100mmの
コアサンプ
ラー

底泥を採取する。 コアサンプラー内にはス
ターラーを設置し、常時撹
拌しながら経時的に水層を
抜き取る。抜き取った水層
のマンガン濃度、硫化物濃
度を測定する。抜き取り回
数は６回以上とする。測定
したマンガン濃度、硫化物
濃度、ならびに水層の容
量、コア面積より、マンガン
還元速度・硫酸還元速度を
算出する

全菌数 ○ ○

φ100mmの
コアサンプ
ラー

底泥を採取、5層
（表層から2cm毎）
に分割し試料とす
る。

○ ○

φ100mmの
コアサンプ
ラー

底泥を採取する。 実験室で直上水を除去し濾
過海水を入れ、0から8時間
までの間に6回採水し、溶
存酸素量の分析を行い、酸
素消費速度を算出する。

沈降・堆積量調査（セジメントトラップ） ○ ○ ○ ○

No.1、10、54
（3点）

四季 セジメント
トラップ、バ
ンドーン採
水器

セジメントトラップを2
層（No.1、54）、1層
（No.10）に昼夜設
置

懸濁物の組成を分析し沈
降量を算出。

○ ○

標本船調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対象海域の操業実態に合わ
せて、対象漁家を選定する（80
漁家程度）。

毎月 操業日誌 小型底びき網（まめ
板網・昼操業、夜操
業）、ぱっち網、小
型定置網、刺網（源
式網、三枚網）を対
象として、日誌の配
布・回収及び聞き
取りをする。

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

知多半島西岸
（3漁協）
三重県
（桑名、鈴鹿周辺7漁協）
（合計24漁家程度）

9月～3月
(サンプル
採取は10
月～3月)

操業日誌 育苗期、生産期に
標本漁家の養殖施
設を対象とし、生育
状況を確認するた
めのサンプルを採
取するとともに、日
誌の配布・回収及
び聞き取りをする。

サンプル採取の数量：
育苗期は週1回の計5回（10-11月）
生産期は月1回の計5回（11-3月）

○ ○

周辺海域（4点）
（図16）

φ100mmの
コアサンプ

ラー

スミス・マッ
キンタイヤー
型採泥器

含水量、TOC、T-N、TON、NH4-N、T-P、
PO4-P、TOP、硫化物

DOC、D-TN、DON、NO2-N、NO3-N、NH4-
N、D-TP、PO4-P、DOP、硫化物イオン、D-
Fe、D-Mn、ｐH、酸化還元電位

酸素消費速度

硝化・脱窒速度測定

窒素・リン溶出速度

3４項目（水底土砂に係る判定基準項目（ダイ
オキシン類を含む））

物質循環の
円滑さ

除去（漁獲）

のり操業実態
（標本漁家）

底質

含水量、TOC、T-N、TON、NH4-N、T-P、
PO4-P、TOP、硫化物、土粒子密度、湿潤密
度

Fe、Mn

泥温、泥色、外観、夾雑物、臭気、含水量、
粒度組成、強熱減量、酸化還元電位、ｐH、
COD

溶存酸素量

鉄、マンガン濃度、硫化物濃度

コアサンプラーの水質に窒
素同位体を用いた試薬
Na15NO3、15NH4Cｌを一定量

添加し、一定時間放置し、
経時的にコアサンプラーの
水層と底質を採取して、こ
れらに含まれる溶存ガス29

Ｎ2、30Ｎ2を質量分析計で測

定する。硝化速度は、前述
の脱窒速度の測定におい
て、水質・底泥間隙水中の
硝酸、亜硝酸、アンモニア
濃度を経時的に測定して求
める。

泥温、泥色、外観、夾雑物、臭気、含
水量、粒度組成、強熱減量、酸化還
元電位、ｐH、COD

○

含水量、TOC、T-N、TON、NH4-N、
T-P、PO4-P、TOP、硫化物、土粒子
密度、湿潤密度

採泥面積0.05m2
（22.3cm×22.3cm）

含水量、粒度組成

SS、POC、PON、POP

底泥を採取する。

Fe、Mn

全菌数

漁業種類別漁獲量
漁業種類別漁獲努力量、
主要魚種のCPUE

聞き取り項目
漁業種類、操業時間、操業状況、漁
獲物（kg,尾数）、混獲生物、操業場
所

3４項目（水底土砂に係る判定基準
項目（ダイオキシン類を含む））

生育状況調査：漁業協同組合別育
苗状況、生育状況、養殖場環境
標本漁家調査：漁業協同組合別生
産状況

聞き取り項目
育苗日数、張り込み位置、網の展
開、冷凍網出庫、網洗い、摘採量、
病気の状況、共販状況等

DOC、D-TN、DON、NO2-N、NO3-
N、NH4-N、D-TP、PO4-P、DOP、硫
化物イオン、D-Fe、D-Mn、ｐH、酸化
還元電位

窒素、リン

○

　　　注）赤字は第１回委員会報告資料からの修正部分を示す。
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モデル再現
検証

項目間の関
連解析

モデル条件
設定

項目 留意点 調査地点
調査期間

・頻度

調査月

1月4月 5月 7月6月

主な取得目的

検討

現況把握
（比較対象）

10月 試験（分析）方法等 その他11月9月8月 3月 調査機器等 方法 項目2月12月

調査方法

ノリの性状分析 ○ ○ ○ ○ ○ ○

のり漁場の環境調
査

○ ○ ○ ○ ○ ○

知多半島西岸（3点）
（図18）

10月～3月 水温塩分計
波高計

連続観測

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

知多半島西岸（4漁協）

三重県（桑名、鈴鹿周辺6漁
協）
（合計24漁家程度）

4月～11月 操業日誌 貝桁網等で採集さ
れるニマイガイ（ア
サリ、トリガイ、バカ
ガイ、タイラギ等）を
対象として、日誌の
配布・回収及び聞
き取りをする。

○ ○

海水の流れ ○ ○ ○ ○

データ取得率を確保するため、7
日に一度以上の頻度で点検を実
施し、設置系の点検、機器の動作
確認、ブイの点灯確認等を行う

伊勢湾広域
（7点）
（図17）

四季 流向・流速
計、水温・塩
分計

30日間連続観測
（観測間隔：10分
間）を実施する。
設置は水深10m未
満では2層、10m以
深では3層とする。

○ ○ ○

基本情報

流向流速（水温、塩分）

貝類操業実態
（標本船及び漁場の環境調査を含む）

流向、流速

水温、塩分、波浪

物質循環の
円滑さ

除去（漁獲）

漁業協同組合別漁獲量
操業場所
操業時間

聞き取り項目
操業時間、漁獲量（kg,単価）、操業
場所

　　　注）赤字は第１回委員会報告資料からの修正部分を示す。
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現地調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 動・植物プランクトンの調査点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 底生生物（マクロベントス）の調査点 
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図 3 卵・稚仔の調査点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 底魚産卵場・幼稚魚の調査点 
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図 5 魚類（浮魚）の調査点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 魚類（底魚）の調査点 
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－：計量魚群探知機による調査測線 
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図 7 藻場生物の調査点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 干潟生物の調査点 
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図 9 空港島及び対岸部の護岸生物の調査点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 貝類（アサリの浮遊幼生）の調査点 
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図 11 貝類（稚貝）の調査点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 貝類（成貝）の調査点（漁業障害生物を含む） 

-：調査予定測線  

L31 
L32 

L33 
L2 

L3 
L5 

L6 

L13 
L14 

L3 

L5 

L6 

L19 

L31 

L32 

L33 
L2 

L15 

L12 

名古屋港内 2 測線 

L39 

L40 

-：調査予定測線  



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 藻場・干潟分布の調査点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 水温、塩分、溶存酸素量、濁り、栄養塩類、クロロフィル a の調査点 
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図 15 底質の調査点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 底生生物（メイオベントス）、付着藻類、底質間隙水、底泥からの溶出速度、酸素消費速度及び含水量、有

害物質の調査点 
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図 17 流向・流速の調査点 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 18 のり漁場環境調査の調査点 
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図 19 底魚産卵場調査（卵・稚仔）の調査点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 栄養塩類等（全菌数、SS、VSS）、微細植物プランクトンの調査点 
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